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NYを 拠点に進化を加速させるエナジー・ギター まる|
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偶然訪れたチヤンス

Q:今 回はライヴ盤ですね。どうしてそうな

ったのですか?

高免 :去年の6月にトリオで行つたカナダ。

ッアーの最後がモントリオール・ジャズ祭

だったんですが、そのステージだけピアノを

入れたカルテットにしたんです。やはり以前

からよくウェスのバンドのようにピアノを入

れてやつていたこともあり、「これはやつぱ

り良いな」と感じました。また既にトリオで

ツアーをして熟れていたところに、ピアノが

入つたことによるケミストリーも上手く作用

したんだと思います。それで、何らかの形に

して残したいなと考えていたところに、僕の

Myspaceの ページを見たイリジウム (NYの
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ジャズ・クラブ)の方から連絡があり、2還

間後にブッキング出来るということにな,■

ので、急退ライヴ。レコーデイングをすろ二

とを思い立つたんです。

Q:そ れは素晴らしいタイミングでした■

高免 :そうですね、特にピアノの神田斉
`‐

はバークリー時代の仲間なんですが、もう三

本に戻つてしまつているので、また改めて集
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